
平成２７年度宇都宮市学校教育問題対策専門委員会 会議次第 

 
日時：平成２８年２月２２日（月）     

午前１０時～１１時        
場所：市教育センター５階 ５０３・５０４ 

 
 
１ 開 会 

 
２ 教育委員会あいさつ 

 
３ 専門委員会委員，事務局紹介 

 
４ 会議の公開について                    ・・・・・【資料１】 

 
５ 議事 

   報告事項 

  ア スクールソシャルワーカーの配置と活用について     ・・・・・【資料２】 

  イ 「スマホ・ケータイ宮っ子ルール共同宣言」について   ・・・・・【資料３】 

  ウ 平成２６年度いじめの状況について（宇都宮市）     ・・・・・【資料４】 

 
  協議事項 

  ・ いじめ防止に向けた取組について            ・・・・・【資料５】 

 
 
６ その他 

 
 
７ 閉 会 

 

  

《 資 料 》 
資料１：附属機関等の会議の公開に関する要領 
資料２：スクールソシャルワーカーの配置と活用について 
資料３：「スマホ・ケータイ宮っ子ルール共同宣言」について 
資料４：平成２６年度いじめの状況について（宇都宮市） 
資料５： いじめ防止に向けた取組について 
参考資料：宇都宮市学校教育問題対策専門委員会について 



 平成２７年度宇都宮市学校教育問題対策専門委員会 委員一覧 

 

 職 氏 名 摘 要 

１ 宇都宮大学教育学部教授 青柳  宏 学識経験者 

２ 石神法律事務所 石神 知也 弁護士 

３ 宇都宮東口ストレスクリニック院長 朝信 泰昌 精神科医 

４ 栃木県臨床心理士会 小林 順子 臨床心理士 

 

［教育委員会事務局参加者一覧］ 

 職 氏 名 

１ 学校教育課長 浪花  寛 

２ 学校教育課長補佐 増渕 和典 

３ 学校教育課学校いきいきＧ係長 福田  衛 

４ 学校教育課学校いきいきＧ指導主事 谷黒  潤 

５ 学校教育課学校いきいきＧ指導主事 河内 哲也 

６ 教育センター相談Ｇ指導主事 鈴木光太郎 
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【資料４】 

平成２６年度いじめの状況について（宇都宮市） 

 
１ 調査の概要 

(1) 名称 

平成２６年度いじめ，暴力行為，長期欠席（不登校）等の状況調査（宇都宮市） 
 (2) 調査期間 

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日 
(3) 内容 

市立小・中学校（９３校）の，いじめの状況について，その結果の概要や傾向を報

告するもの 
 
２ 結果の概要 

(1) いじめの状況 

【いじめの定義】 

 本調査において，個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は，表面的・形式的に行うこと

なく，いじめられた児童生徒の立場に立って行うものとする。 

 「いじめ」とは，「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童

生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものも含む）であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を

感じているもの。」とする。なお，起こった場所は学校の内外を問わない。 

 「いじめ」の中には，犯罪行為として取り扱われるべきと認められ，早期に警察に相談すること

が重要なものや，児童生徒の生命，身体又は財産に重大な被害が生じうるような，直ちに警察に通

報することが必要なものが含まれる。これらについては，教育的な配慮や被害者の意向への配慮の

うえで，早期に警察に相談・通報の上，警察と連携した対応を取ることが必要である。 

・ いじめの認知件数は，小学校では２０件増加して９４件，中学校では８件減少し

て８０件であった。 
・ いじめの解消率については，小・中学校とも１００％であり，高い数値を維持し

ている。 
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３ 結果の傾向について 

(1) いじめの状況について 

  ア いじめの認知件数の推移 

  

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
小学校 178 148 112 80 68 60 74 74 94

中学校 184 222 177 153 125 100 113 88 80

0

50

100

150

200

250
件

 

 

イ いじめの態様別割合                   ※複数回答可 

態   様 
小学校 中学校 

H25 H26 H25 H26 

言葉による

いじめ 

冷やかしやからかい 27.3 28.0 30.7 36.8

悪口やうわさ 26.6 26.7 26.4 26.5

脅し 3.9 2.0 0.0 3.7

身体的な 

いじめ 

遊ぶふりをして軽く叩かれる 18.0 15.0 7.4 8.8

ひどく叩かれる 3.1 6.6 2.5 4.4
精神的な 

いじめ 
仲間はずれ・集団による無視 6.2 9.8 11.0 8.8

持ち物を対

象としたい

じめ 

物を隠す・傷つける・いたずらをする 9.4 8.5 9.2 1.5

金品を取り上げる 1.6 0.7 1.8 0.7

ネットいじ

め 

実名を挙げての誹謗中傷 0.8 0.7 8.6 6.6

なりすましメール 0.0 0.0 0.6 0.7 

その他 3.1 2.0 1.8 1.5

単位：％ 



- 3 - 
 

【傾向】 
・ いじめの認知件数は，全体では減少傾向にあるが，小学校では平成２５年度から

２０件増加して９４件，中学校では８件減少して８０件であった。 
・ いじめのうち，警察に相談・通告した事案は，平成２５年度同様なかった。 
・ 態様別では，小・中学校ともに「冷やかしやからかい」などの『言葉によるいじ

め』の割合が５０パーセント以上を占めており，平成２５年度と同様の傾向となっ

ている。 
・ 「パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷やいやなことをされる（ネットいじめ）」

の件数は，小学校では件数は変わらず，中学校では６件減少した。 
【携帯電話所持率とネットいじめの件数】 

   項目 平成２５年度 平成２６年度 

小学校 
携帯電話所持率 ２８．１％ ３１．８％ 

ネットいじめ件数    １件    １件 

中学校 
携帯電話所持率 ５６．０％ ５６．４％ 

ネットいじめ件数   １６件    １０件 
 

 

ウ いじめの学年別認知件数 

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3
H24 2 6 10 22 10 24 37 51 25
H25 3 10 13 14 18 16 45 29 14
H26 6 19 16 19 18 16 48 25 7
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【参考】中１ギャップ（いじめ）の状況          単位：件 
 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

中１ ６６ ６４ ４７ ３７ ４５ ４８ 

小６ １６ １３ １５ ２４ １６ １４ 

 

 

4.00倍 3.62倍 2.47倍 1.88倍 3.00 倍
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【傾向】 
・ 学年別いじめの認知件数については，中学１年において急増し，その後減少して

いくという傾向を示している。 
・ 中学１年の割合は依然高い傾向にあるが，中学２年における件数は減少傾向を示

しており，中学 3 年における件数はさらに減少している。 
・ 「中１ギャップ（いじめ）の状況」については，平成２５年度に小学６年生だっ

たときのいじめの認知件数は１６件であったが，平成２６年度に中学１年生とな

り，４８件となった。 
 
エ いじめの月別認知件数 
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【傾向】 
・ 小中学校ともに５～７月，そして小学校では９月，中学校では３月にいじめが多

く認知されている。 
 
 

  オ いじめの解消率の推移 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
小学校 94.3 91.9 92.0 100 97.1 98.3 100 98.6 100

中学校 87.5 95.0 94.9 97.4 97.6 96.0 99.1 100 100
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◇「いじめの解消率」 
  ４つの質問項目（①「解消しているもの」，②「一定の解消，継続支援中」，③「解消に向けて取り組

み中」，④「他校への転校，退学等」）のうち，①・②の割合を合計したもの。 
【傾向】 
・ 小・中学校におけるいじめの解消率は１００％であり，これまでで最も高い数値と

なっている。 
 

カ 成果と課題（○は成果，●は課題） 

○ いじめの解消率は，小・中学校ともに１００％と高い数値となった。 

 ・ 各学校がいじめ防止基本方針に基づき，アンケートや教育相談を活用するなどし

て教職員が児童生徒を丁寧に見守り，いじめの早期発見・早期対応の徹底に努めた

ことや，児童生徒や保護者の訴えに丁寧に耳を傾けたことなどから，いじめが長期

化・深刻化する前に，組織的に対応した成果であると考えられる。 
○ 中学校におけるいじめの件数が減少している。 

 ・ 小・中学校職員が，中学校新入生に関する情報交換を丁寧に行い，継続性のある

指導に努めたことや，中学校における豊かな人間関係を築くための活動を意図的，

計画的に実施した結果であると考えられる。 
○ ネットいじめについては，スマートフォンの普及により所持率は現在も伸び続けて

いるにも関わらず，昨年度は若干の減少が見られる。 

 ・ 学校において情報モラル教育の充実を一層図るとともに，SNS 等の普及により

いじめが見えにくくなっていることも考えられるため，「スマホ・ケータイ 宮っ

子ルール共同宣言」に基づいて，より充実した啓発活動を行っていく。 
 
● いじめは，依然として発生し続けており，特に，年度当初（４～６月）にいじめが

多く発生するという傾向が続いている。 

・ 平成２６年度では，小学校における認知件数が増加し，はじめて中学校の件数を

上回った。いじめ等の問題行動の低年齢化が懸念されることから，各地域学校園児

童生徒指導強化連絡会などを通して小中の連携をよりいっそう強め，小学校の指導

体制強化に努める。 

・ アンケートや教育相談をいじめ発生の多い期間に行ったり，年度当初や夏休み明

けの人間関係に目を配る意識を教職員が高めたりすることが重要である。 
 ・ 自己肯定感や自己有用感を高めるための「褒める教育」を推進するとともに，思

いやりや規範意識を育む「心の教育」の充実を図っていく。 
  

 
 
 
 
 
 



- 1 - 
 

 

  

  

  
 

  

 

    
 

   

      
 

      

 
   

   

    
 

   

      
 

  

   

    
 

   

 
  

   

    
 

    

    

 
   

 

 

  

  

 

  
 



- 2 - 
 

 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
  

 

  

  

  
 

    
 

  

  
 

 
   

  

   

 
  

 

 
  

  

 
 

 



 
 

 
                          

 
 

 
 

 
 

 
14

1
 

 

 
,

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
14

3
28

1
 

 

 

 
 

30
2

 

 

 

 
[

] 
 

 

 
 

 
 

(
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

      
            

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

 
 

 
  

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
PT

A

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
PT

A
 

 
 

 
 

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
  

 

 
 

  
 

           

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

, 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

 

 



 

 
   

 
 
  

  

       

      

      

        

    

  
   

  
  

 
  

     
     
 
  

   

 
 

   

    
 

 

 
  
  
 

 



 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 
 

 

  

 
 

 

 

  
 



 

 

 

 
 

 
 

  

  

  
 

  

  

 
 

 

 

 
 

  

  

 
 

  

 

 


